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当
分
の
間
、
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特

例
の
対
象
に
日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
に
入
所
し

て
い
る
者
を
追
加
す
る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
一

六
項
関
係
）

三

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
関
係

１

住
居
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る
第

二
種
社
会
福
祉
事
業
の
規
制
の
強
化

住
居
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
し

て
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
を
開
始
す
る
場
合
に

お
い
て
、
市
町
村
又
は
社
会
福
祉
法
人
は
、
事
業

開
始
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
国
、
都
道
府
県
、

市
町
村
及
び
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
者
は
、
事
業

の
開
始
前
に
、
そ
の
施
設
（
以
下
「
社
会
福
祉
住

居
施
設
」
と
い
う
。）を
設
置
す
る
地
の
都
道
府
県

知
事
に
、
施
設
の
名
称
等
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
六
八
条
の
二
関
係
）

都
道
府
県
は
、
社
会
福
祉
住
居
施
設
の
設
備
の

規
模
及
び
構
造
並
び
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

方
法
、
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
へ
の
対
応
そ
の
他

の
社
会
福
祉
住
居
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、
条
例

で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し

た
。（
第
六
八
条
の
五
第
一
項
関
係
）

社
会
福
祉
住
居
施
設
に
は
、
専
任
の
管
理
者
を

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。（
第
六
八

条
の
六
関
係
）

四

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
関
係

１

支
払
期
月
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
の
支
払
期
月
を
毎
年
一
月
、三
月
、

五
月
、
七
月
、
九
月
及
び
一
一
月
の
六
期
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
七
条
第
三
項
関
係
）

２

支
給
制
限
の
適
用
期
間
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限
の
適
用
期
間
等
を
そ

の
年
の
一
一
月
か
ら
翌
年
の
一
〇
月
ま
で
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
九
条
第
一
項
、
第
九
条
の
二
〜
第
一

一
条
及
び
第
一
二
条
第
一
項
関
係
）

五

施
行
期
日
等

１

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し

て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施

行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
し
た
。（
附
則
第
八
条
関
係
）

２

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を

定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
条
〜
第
七
条
及

び
第
九
条
〜
第
二
四
条
関
係
）

３

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
〇
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
も
の
と
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の

と
し
た
。

二
の
３

公
布
の
日

一
の
３
及
び
４

平
成
三
一
年
四
月
一
日

四
の
１

平
成
三
一
年
九
月
一
日

二
の
１
及
び
８

並
び
に
三

平
成
三
二
年
四

月
一
日

二
の
４

平
成
三
三
年
一
月
一
日

４

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
特
例

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
規
定
は
、
平

成
三
〇
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
た
。

第
九
条
第
二
項
中
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
」
を
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡

易
生
命
保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
法
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
職
員
は
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
業
務
並
び
に

こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
（
以
下
「
郵
便
貯
金
管
理
業
務
」
と
い
う
。）並
び
に
同
条
第
一
項
第
二
号
の
業
務
及
び
こ
れ

に
附
帯
す
る
業
務
（
以
下
「
簡
易
生
命
保
険
管
理
業
務
」
と
い
う
。）に
関
す
る
職
務
を
行
う
に
際
し
て
は
」を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
の
支
援
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

イ

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
の
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
。

ロ

拠
出
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

◇
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
一
八
四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
規
格
又
は
安
全
装
置
を
具

備
し
な
け
れ
ば
譲
渡
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
機
械
等
で
あ
る
安
全
帯
を
墜
落
制
止
用

器
具
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
三
項
第
二

八
号
関
係
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
生
活
保
護
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
一
八
五
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
規
定
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令（
昭
和
二
二
年
政
令
第
一
六
号
）

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

二
項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
六
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
四
十
一
号

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命
保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
法

目
次
中
「
第
三
節

簡
易
生
命
保
険
管
理
業
務
（
第
十
六
条

第
十
八
条
）」を
「
第
三
節

簡
易
生
命
保
険
管
理
業

第
四
節

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

務
（
第
十
六
条

第
十
八
条
）

支
援
業
務
（
第
十
八
条
の
二

第
十
八
条
の
六
）」に
改
め
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
中
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金

簡
易
生
命
保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命
保

険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
機
構
」
に
、「
履
行
し
、
も
っ
て
郵
政
民
営
化
に
資
す
る
」
を
「
履
行
す
る
こ
と

に
よ
り
、
郵
政
民
営
化
に
資
す
る
と
と
も
に
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
の
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
郵
政
事
業
（
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
郵
便
局
に
お
い
て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
及
び
郵
便
局
を
活
用
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
事
業
を
い
う
。）に
係
る
基
本
的
な
役
務
の
提
供
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者

の
利
便
の
確
保
及
び
国
民
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
日
本
郵
便
株
式
会
社
そ
の
他
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
」
に
、「
次
号
及
び
第

三
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

関
連
銀
行
（
日
本
郵
便
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
関
連
銀
行
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
関
連
保
険
会
社
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
関
連
保
険
会
社
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

役
員




		2018-06-07T14:51:12+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




